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2019/6/6のご説明内容 

• 自己紹介 

• 私たちは誰？→自己紹介（沢田・市原） 

• 背景（近年の災害支援について） 

• 自然災害が激甚化してきた 

• 災害ボランティアの広域連携による支援体制が望まれてきた 

• 広域連携の取り組み 

• 静岡県の、「いわゆる静岡図上訓練」の取り組みをご紹介 

• 東京都災害ボランティアセンターアクションプラン推進会議の取り組みを
ご紹介 

• 神奈川県の状況についてご説明（県域レベル、またはそれ以上の広域
連携の仕組みがない） 

• 本プロジェクトについて 

• 本プロジェクトの名称と目的→案を提示 

• 本プロジェクトの実施計画→案を提示 
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説明会（2019年6月6日） 

アンケート集計結果  
2019年7月4日 

神奈川県版図上訓練実行委員会（仮称） 
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• ■説明会概要 

• 日時：２０１９年６月６日（木）１９：００～２０：４５ 

• 会場：かながわ県民サポートセンター１１階コラボ・スタジオ 

• 内容：  
• ご挨拶 

• 神奈川県版図上訓練（仮称）の趣旨や目的、方向性など 

• 神奈川県版図上訓練（仮称）実行委員会への参加呼びかけ 

• 閉会の挨拶 

• 参加者数：４５名 

• ■アンケート概要 

• アンケートの方法：紙回答、および、ＷＥＢ回答 

• アンケートの回収数：１３（回収率２９％） 

• アンケートの質問内容：１．名前、２．所属、３．住所、４．メールアドレス、５．
本日の説明会のご感想・ご意見、６．実行委員会の取り組みのご感想・ご
意見、７．その他（自由記述） 

• アンケートの集計結果：次頁以降（母数はいずれも参加者数の４５名） 
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説明会とアンケートの概要 



2019/7/4 被災地支援者のための神奈川広域連携プロジェクト（仮称） 5 

２ 所属 

• NPOに所属する人が１９名（４２％）と最多で、続いて、行政７

名（１６％）、公益法人５名（１１％）、社会福祉協議会４名
（９％）、個人３名（７％）と続いた 
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3 住所 

• 神奈川県内が多い。県外は町田市の１名（２％）のみ 

• ただし無回答が７４％と多いため正確な分析は困難 
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5 説明会への感想と意見 

• 激励、有意義、賛同等の好意的な感想または意見は１１件（２４％）、不安
感、説明不足など否定的な感想または意見は５件（１１％） 

• 不明（無回答）は２９件（６４％） 

• 有効回答の中では好意的な回答が否定的な回答の約２倍という結果 
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6 実行委員会への参加について 

• 実行委員会への参加、または不参加に対する回答は、参加１名（２％）、条
件付参加５名（１１％）、不参加１名（２％）、無回答３８名（８５％） 

• 有効回答７件のなかでは参加および条件付参加が６件と多かった 

• 条件付参加の内容は、オブザーバ参加が３件、様子見で参加が２件だっ
た。無回答の人の意向は不明。 
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6 実行委員会への参加について 

• 更に、実行委員会に条件付参加と回答した人の所属 

• 参加と回答した人の所属は「個人」１名（２％）、不参加と回答した人の所属
は「その他」１名（２％） 
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7 その他 

• 「感謝」、「激励」、「関心有」などの好意的な回答が１０件（２２％）、「不安
感」といった否定的な回答が１件（２％）、「その他」の回答が１件（２％） 
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アンケート総括 

•アンケートの回収率が２９％であるため正確な分析
はできないが、有効回答のうち７分の６、つまり約８
６％の人が実行委員会に参加または条件付参加を
表明している結果となり、それらの回答を表明した人
の所属は、個人、社協、NPO、公益法人とバランス
が取れていた。 

•  以上から、本説明会出席者を中心とした実行委員
会の結成は現実味を持つと判断しました。 


